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■部活動の一コマ（吹奏楽部 新入部員歓迎会） 
   吹奏楽部で新入部員を歓迎するために、タコ焼きパーティをしたそうです。当日の写真の提供を受けま
したので、紹介します。昨年の春、私が西谷中に着任したとき「吹奏楽部の部員が３名になります。部の

存 続が…」と、深刻な状況でしたが、１年生部員が６名入り、みごとに体育大会でのファンファーレを演

奏してくれたのを覚えています。その後も、ふる里祭りでの演奏、アンサンブルコンテスト、定期演奏会、

消防出初式での演奏など数々の場所で演奏を披露して来ました。そんな部員の活躍が功を奏して、今

年も新入部員を迎えることができたようです。２・３年生も後輩を迎えて、譜読みや楽器の演奏の仕方な

どを優しく丁寧に指導しているそうです。写真からも、部員の仲の良さが伝わってきます。これからも、先

輩と後輩が力を合わせて、素敵な演奏を披露してくれることを楽しみにしています。（2024.05.11） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みごとな包丁使いです 二人で息を合わせて回転させます 

先輩・後輩みんな仲良し みんなで作ると楽しいね 

みんなで食べると美味しいね！！ 

  

一人一人の生徒が生き生きと活躍し、 
誰もが楽しく通える学校づくりに向けて 

 
                                                            校長 筒井 啓介 

 

  みなさんは、学校生活を楽しく過ごせていますか？ 勉強や行事、部活動、クラスのこと、友

人のこと、悩んだり困ったりしていませんか？    

私は人生の中で中学生時代は一番輝いている時期、つまり青春の時期だと思います。 

仲間とともに学校生活を通して、共に喜んだり時には涙を流したりと、このような経験ができる

貴重な時期だと思っています。だからこそ、西谷中の生徒のみなさんが毎日楽しく学校に通

い、仲間とともに青春を存分に楽しんでもらいたいのです。 

今、世界を見た時に戦争や紛争で貴重な命が失われ、皆さんと同じ年齢の子どもたちが

学びたくても学べないといった国がたくさんあります。これは、その国のおかれた立場や環境

が要因となり簡単には解決できない問題かもしれません、しかし誰かが声をあげなければ何

も変わりません。おかしいと思ったことがあれば、「おかしい」とはっきり言えること。一人では

できないこともたくさんの人の英知を結集すれば、実現ができることもあります。そのために必

要なものが、自治です。 

  自治とは「自分たちの事を自ら処理すること、同一の地域に住む人が共通の利益の実現と

生活の向上に向けて行う取り組み」のことをいいます。この自治というものは、皆さんの身近な

ところでは、住んでいる地域ごとに自治会というものがありますね。学校では、学生がよりよい

学校生活を実現するための組織のことで、生徒会がそれにあたります。 

さて、話はもどりますが、皆さんが「楽しい学校生活を実現する」ためには、みなさんの代表

である５名の生徒会役員と全生徒のみなさんが力を合わせる必要があります。そして、西谷

中の生活を振り返り、困っていることや、このようにすれば学校生活や行事が楽しくなる…とい

ったアイデアや改善策を提案していけば必ず、皆さんの青春時代は輝いたものになると信じ

ています。 

 そこで、みなさんにお願いがあります。６月には生徒総会が行われます。ぜひ、みなさんの意

見をたくさん出してもらいたいと思います。また、普段の生活の場においても、学校生活をより

よくするために、みなさんの意見を担任や学年の先生に遠慮なく伝えてください。  当然です

が、校長の私にも遠慮なく伝えてください。友達と一緒に校長室を訪問してくれてもいいです

し、思いや意見を手紙に書いてくれてもかまいません。いただいた意見については前向きに検

討し、必ずみなさんに返答させてもらいます。みんなで力を合わせて、一人一人の生徒が生き

生きと活躍し、誰もが楽しく通える西谷中をつくっていきましょう。 

 

 



■初めての中間テスト 

   ５月２０日（月）から中間テストが始まりました。１年生にとっては、中学校に入学して初めての

定期テストということもあり、少し緊張気味な様子です。先週の学活では、定期テストの受け方

やテスト勉強の仕方について、担任から説明を受けていました。中学校では定期テストや実力

テストがありますが、一つ一つのテストに前向きに臨んで欲しいと思います。また、２・３年生にお

いても、将来の進路選択時に困ることが無いように、これまでの反省点や課題が克服できるよ

うに頑張ってください。 

   テストが終わって、しばらくすると各授業で答案が返却されますが、点数だけに一喜一憂する

のではなく、「間違えた問題や分からなかった問題をしっかりと解けるようになること」が大切で

す。答案を鞄や机にしまい込むのではなく、テスト直しにも必ず取り組んでいきましょう。その努

力の積み重ねが、進路選択時に大きな成果となってあらわれるはずです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
テスト開始前の様子（１年生） 


